
※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 58,042,153 58,985,932 58,800,982 59,984,927 62,086,611平均値 69.2 70.8 70.7 70.3 69.9平均値 54.0 55.4 55.5 56.0 57.4

54,567,462 55,558,453
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53,358,744 54,278,807
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2. 老朽化の状況

全体総括

阪神南北の高度急性期、高度専門、政策・先端医療を担う総合診療
能力の高いレベルでの発揮が求められる地域の基幹病院として、高
い病床利用率を確保していることから、地域における役割は十二分
に果たしている。
今後においても、厳しい経営環境が続くことが予想される中、広報
ブランディング強化による当院に見合う高度急性期・高度専門医療
患者の確保や、材料費や委託費等費用の抑制にかかる取組みを推進
し、収支改善を目指す。

R02 R03 R04 R05 R06 R02

49.8 平均値 29.0 29.2 29.4 30.925,545 平均値 51.8 49.6 48.8 48.685,381 平均値平均値 75,766 79,610 82,275 83,606

61.7 60.4 56.7 55.420,387 20,639 20,861 20,227 20,996 当該値

22,637 23,244 23,704 25,007

当該値 94,839 97,032 97,289 100,082 106,533 当該値
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Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

令和6年度は令和5年度に比べ収益面では、病床利用率がやや増加・
入院単価が上昇し入院収益が増加するなど医業収益は増加したもの
の、医業外収益は新型コロナウイルス感染症の空床補償補助金制度
の廃止に伴い減少した。
一方、費用面では、固定費である給与費の給与改定等による増加、
経費についても賃金上昇や物価高騰等により社会情勢の波を受け増
加したことにより、経常収支比率は令和5年度に引き続き、100％を
切ることとなった。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 平成27年7月に開設された病院であることから、建物・設備等の老
朽化は比較的少ない。また、災害拠点病院として免震構造を備え、
72時間の備蓄体制も整備している。一方、旧病院から引き継いだ医
療機器の一部には更新予定に至るものが存在することから、経営収
支の状況を踏まえつつ、医療機能の発揮に支障が生じないタイミン
グで計画的な機器更新を行っていく。

R06 R02 R03 R04

32.5 32.5 33.4 33.7 34.056.7 当該値

平均値 70.6 71.4 72.2 74.4 76.3平均値 86.5 88.6 88.6 89.5 88.3平均値 88.7 90.6 90.6 91.5 90.4平均値 102.9 106.1 102.9 97.4 95.0

当該値 79.2 78.3 83.8 87.9 88.6当該値 84.1 85.7 89.1 89.2 88.386.8 90.2 90.2 89.3当該値 105.5 107.9 103.1 96.6 94.8

Ⅰ 地域において担っている役割
地域医療機関・介護全体と連携・協調して、高度急性期、高度専
門、政策・先端医療の中核を担う阪神南北医療圏域の基幹医療機関
であり、特にＥＲ型救命救急センター、小児救命救急センター、総
合周産期母子医療センター、災害拠点病院等の政策性・公共性の高
い医療機能の発揮が求められている。また、48の診療科を有するこ
とから、幅広い疾患領域への対応と総合診療能力の高さが特質であ
る。
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当該値 85.2
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※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

5,393,607 78,395 非該当 非該当 ７：１ 714

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 48 対象 透 I 未 訓 ガ 救 が 感 災 地 輪 8 8 730 【】

当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 500床以上 自治体職員 714 - - ■

経営比較分析表（令和6年度決算）
兵庫県　尼崎総合医療センター

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
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